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吹田移転後 23 年目を迎えて 
It  reaches  23-years after  transferring  to  SUITA 
 
 
平成5年9月に、大阪市内から吹田市に移転し23年目を迎えました。開院時の看護職員数は500名余で
したが、現在の看護職員数は1015名（平成27年12月1日現在）と2倍以上になりました。高度先進医療
に対応した看護の提供が求められ、高齢者の増加に伴い、さらに安全な療養環境整備も必要となりまし
た。このためには、看護実践能力を向上させ、看護の質を維持することが重要で、看護職員の定着は必
須です。 
ここ数年間、看護部は「看護職員の確保・定着」に力を入れています。特に今年度は、定着に向けて
の具体策として「パートナーシップ・マインドを醸成し、徹底した業務のスリム化を図る」を挙げ、働
きやすい職場作り・安全な医療環境を整備するため、「パートナーシップ＝信頼関係に基づく対等な関係」
を構築することを目標としました。業務のスリム化のためには、日々の業務を見直し、他部門への移譲
可能な項目の抽出と業務改善を行い、看護職員がケアに注力できる環境整備に力を入れました。 
PNS（Partnership Nursing System）は、今注目されている看護方式で、信頼、自立自尊の精神、
他者を慮る気持ちに基づくプロフェッショナルとしてのマインドのもとに、経験年数・性格が異なる看
護職員が、パートナーとなりお互いの長所を活かして患者さんにケアを提供する方法です。このマイン
ドの醸成が、職場環境の改善につながるのではないかと考えたからです。しかし、高度先進医療を提供
する当院では、患者さんの重症度は高く、高齢化した患者さんのケアには細心の注意を払う必要があり、
臨床現場では、かなりの緊張感の中で、経験年数の長い看護職員が経験年数の浅い看護職員に、教育・
指導しながら看護ケアを提供しています。お互いの長所を活かす余裕がなかなか持てない状況が伺えま
す。 
患者さん一人一人が違うように、看護職員も一人一人違い、長所・短所も様々です。 
患者さんに対し、安全で質の高い看護ケアを提供するというゴールは同じであっても、ケア方法は様々
かと思います。 
「縁（えにし）」という言葉は「何かと関係やつながりを持つこと」という意味がありますが、何かの
縁で同じ職場になった仲間を尊重することがマインド醸成の第一歩ではないかと思います。挨拶をする、
声をかける、貴方のことを認めているよ、貴方はこの職場では必要な人だよとお互いに感じられる職場、
いろいろな個性があって、各々が役割分担をすることで、唯一無二のチームができると思います。 
どれほど機械化・コンピューター化が進もうとも、豊かな感性と知識・技術を持った「ひと」である
看護職者が「ひと」を看ることで、お互いに触発し、学びあい、さらにパートナーとその思いを共有す
ることで、深みのある看護へと発展すると確信します。 
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